
出
席
者
８
名
、
委
任
状
提
出
者

１
１
４
名
（
そ
の
他
第
４
号
議
案

の
み
委
任
状
提
出
者
１
名
）
、
議

決
権
行
使
を
含
め
て
過
半
数
を
超

え
、
総
会
は
成
立
。
島
﨑
会
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

第
１
号
議
案
の
令
和
元
年
度
事

業
報
告
で
は
、
度
重
な
る
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
昨
年
、
今
年
に
入
っ

て
収
束
が
見
え
て
こ
な
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生
す

る
な
ど
、
多
難
な
１
年
と
な
っ
た

中
で
事
業
計
画
に
基
づ
き
粛
々
と

事
業
活
動
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
新
規
事

業
と
し
て
は
、
５
年
間
に
わ
た
り

続
け
て
き
た
深
谷
市
で
の
「
木
材

協
会
の
森
づ
く
り
活
動
」
を
終
了

し
、
新
た
な
森
づ
く
り
活
動
を
毛

呂
山
町
で
開
始
し
た
こ
と
、
Ｊ
Ａ

Ｓ
構
造
材
利
用
拡
大
事
業
や
外
構

部
の
木
質
化
支
援
事
業
の
埼
玉
県

窓
口
と
し
て
事
業
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
木
材
協
会
が
事
務
局
を

務
め
る
埼
玉
県
木
造
公
共
施
設
推

進
協
議
会
で
は
、
埼
玉
県
が
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
て
創
設
し
た

「
埼
玉
県
木
造
建
築
技
術
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
制
度
」

の
業
務
を
受
託
、

事
業
を
実
施
し

た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案

の
決
算
承
認
で

は
、
収
益
が
１

憶
１
４
０
０
万

７
８
１
５
円
、

経
常
費
用
９
８

４
７
万
３
０
３

８
円
と
な
り
、

当
期
計
上
増
減

額
は
１
５
３
万

４
７
７
７
円
と
な
っ
た
旨
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
監
査
報
告
の
あ
と

採
決
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。第

３
号
議
案
以
下
第
６
号
議
案

ま
で
は
一
括
上
程
さ
れ
、
特
に
第

６
号
議
案
は
地
域
の
組
合
長
交
代

に
伴
う
理
事
の
変
更
が
上
程
さ
れ
、

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、

星
野
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
を
も
っ

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

採
決
の
状
況
は
、
次
の
と
お
り
。

【
第
１
号
議
案
】
令
和
元
年
度
事

業
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

賛

成
（
出
席
者
）
８
名

〃

（
議
決
権
）
66
名

反

対
（
出
席
者
）
０
名

〃

（
議
決
権
）
０
名

【
第
２
号
議
案
】
令
和
元
年
度
決

算
の
承
認
に
つ
い
て

賛

成
（
出
席
者
）
８
名

〃

（
議
決
権
）
65
名

反

対
（
出
席
者
）
０
名

〃

（
議
決
権
）
１
名

【
第
３
号
議
案
】
令
和
２
年
度
会

費
賦
課
金
及
び
徴
収
時
期
の
決
定

に
つ
い
て

賛

成
（
出
席
者
）
８
名

〃

（
議
決
権
）
65
名

反

対
（
出
席
者
）
０
名

〃

（
議
決
権
）
１
名

【
第
４
号
議
案
】
令
和
２
年
度
借

入
金
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い

て
賛

成
（
出
席
者
）
８
名

〃

（
議
決
権
）
65
名

反

対
（
出
席
者
）
０
名

〃

（
議
決
権
）
０
名

【
第
５
号
議
案
】
常
勤
役
員
の
報

酬
に
つ
い
て

賛

成
（
出
席
者
）
８
名

〃

（
議
決
権
）
66
名

反

対
（
出
席
者
）
０
名

〃

（
議
決
権
）
０
名

【
第
６
号
議
案
】
役
員
の
一
部
改

選
に
つ
い
て

賛

成
（
出
席
者
）
８
名

〃

（
議
決
権
）
66
名

反

対
（
出
席
者
）
０
名

〃

（
議
決
権
）
０
名

最
後
に
島
﨑
会
長
か
ら
、
「
今

年
度
の
会
費
に
つ
い
て
は
総
会
に

お
い
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
著
し
い
減
収
と
な
っ
て
い
る

会
員
を
考
慮
し
、
今
年
度
限
り
と

し
て
、
各
組
合
に
対
し
会
費
の
半

額
を
還
付
す
る
こ
と
」
を
次
回
の

理
事
会
に
諮
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、

出
席
者
の
賛
同
を
得
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
埼
玉
県

児
童
・
生
徒
木
工
工
作

コ
ン
ク
ー
ル
の
中
止
が
、

６
月
５
日
、
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

埼
玉
県
児
童
・
生
徒

木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
木
の
持
つ
美
し
さ
、

強
さ
、
温
か
さ
、
加
工

し
や
す
さ
な
ど
を
身
を

も
っ
て
体
験
し
、
創
造

す
る
楽
し
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
度
で
43
回
目
の
開

催
を
迎
え
る
は
ず
で
し

た
。し

か
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
の
見
通
し
が
立
た

な
い
中
、
木
材
協
会
と

埼
玉
県
木
材
青
壮
年
連

合
会
で
は
、
コ
ン
ク
ー

ル
開
催
に
つ
い
て
の
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た

が
、
参
加
者
の
皆
様
、

作
品
展
示
会
ご
来
場
の

皆
様
と
関
係
す
る
皆
様

の
安
全
が
最
優
先
と
の

結
論
に
達
し
、
今
年
度

は
中
止
す
る
こ
と
を
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

何
卒
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
今
後
と
も
ご
支

援
・
ご
指
導
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

第62号 木 協 だ よ り 令和2年6月15日

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
流
行
も
ま
だ
収
ま
ら
な
い
中
、
ご

足
労
頂
き
ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

ま
だ
ま
だ
危
う
い
状
況
で
す
か
ら
今
回

は
書
面
決
議
と
し
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
社
団
法
人
に
関
す
る
法
律
で
は
そ
れ

は
実
質
不
可
能
に
近
い
の
で
、
今
日
は
あ

ら
か
じ
め
議
決
権
行
使
や
委
任
状
を
頂
い

た
上
で
、
極
め
て
少
人
数
の
総
会
を
開
催

す
る
と
い
う
形
を
取
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

何
卒
ご
理
解
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
森
林
環

境
譲
与
税
の
配
布
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
各
県
各
市
町
村
に
交
付
さ
れ
ま
す
か

ら
、
私
の
店
の
あ
る
行
田
市
で
は
人
口
割

で
３
０
０
万
円
ほ
ど
。
こ
の
資
金
で
市
内

の
一
部
の
小
学
校
の
ラ
ン
ド
セ
ル
置
き
場

の
改
修
が
行
わ
れ
、
こ
の
工
事
を
市
内
の

工
務
店
が
受
注
し
、
同
じ
く
市
内
の
材
木

店
が
納
材
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
各
地
で
規
模
の
大
小
は
あ
る

で
し
ょ
う
が
、
こ
の
譲
与
税
を
活
用
し
て

様
々
に
木
材
利
用
が
図
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
各
地
組
合
の
皆
様
に
は
地
域
経
済
に

と
っ
て
よ
り
波
及
効
果
の
高
い
木
材
利
用

と
な
る
よ
う
、
地
元
の
行
政
に
対
し
要
望

活
動
を
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
県
木
協
が
関
係
す
る
と
こ
ろ
で

は
、
私
た
ち
が
運
営
の
母
体
と
な
っ
て
い

ま
す
埼
玉
県
木
造
公
共
施
設
推
進
協
議
会

の
活
動
の
結
果
、
埼
玉
県
に
よ
っ
て
「
木

造
建
築
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」
が
発

足
し
、
既
に
小
鹿
野
町
庁
舎
改
築
計
画
で

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
は
じ
め
活
動
を
始
め
て

い
ま
す
。

木
造
非
住
宅
中
大
規
模
物
件
は
こ
れ
か

ら
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
各
地

の
材
木
店
が
こ
う
い
っ
た
案
件
に
関
わ
る

に
は
使
用
さ
れ
る
地
域
材
や
新
し
い
技
術

で
生
産
さ
れ
る
木
質
材
料
に
つ
い
て
の
幅

広
い
知
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
秋

以
降
に
業
界
の
若
い
人
達
へ
の
支
援
の
一

環
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
学
び
の
場
も
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
主
に
建
築
士
さ
ん
向
け
の

「
中
大
規
模
木
造
プ
ロ
養
成
講
座
」
な
ど

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
大
き
な
事
業
も
推

進
し
て
き
ま
し
た
が
、
県
内
各
地
の
組
合

員
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
こ
れ
は
重
大

な
問
題
で
す
。

今
年
度
は
業
界
団
体
と
し
て
行
う
べ
き

社
会
貢
献
的
活
動
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ま

で
ど
う
も
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
会
員

サ
ー
ビ
ス
的
活
動
に
も
力
を
入
れ
た
い
と

存
じ
ま
す
。

皆
様
に
は
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
改
め
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

島
﨑
会
長
あ
い
さ
つ

第
59
回
通
常
総
会
を
開
催

今年度から農林部森づくり課長に就任しました佐野且哉で
ございます。新型コロナウイルスの影響により先が見通せな
い状況ですが、皆様方のお力になれますよう努めてまいりま
すので、御指導のほど宜しくお願い申し上げます。

さて、林業界の悲願でありました森林環境譲与税の交付が昨年度から始まり、
都市部の譲与税がいかに有効に使われるかがポイントと認識しています。都市部
において木材利用等に譲与税が活用されることで、山側の森林整備が促進される
ような好循環が生まれることを期待しています。
このため県では、森林の少ない都市部の市町においても、公共建築物などへの
県産木材の利用が進むよう、木造建築技術アドバイザーの派遣や中大規模木造建
築物技術者講習会を支援するとともに、県産木材を使って建てられた２０施設の
事例集「都市と山をつなぐ木になる施設」を作成し、好評をいただいております。
また、都市部の市町にアンケート調査を実施したところ、譲与税を木材利用に
活用したいとの回答が６割ある一方で、当面は基金に積んでおくとの回答でした。
今年度は都市部市町が山側市町村の森林整備や木材利用を支援するためのマッチ
ングをサポートする仕組みづくりに取り組んでまいります。

さらに、昨年度は関係者の皆様の御協力で、すべての市町村で「市町村施設の
木造化・木質化等に関する方針」が策定されました。県有施設については、県の
木造化・木質化指針を一部改正してＣＬＴ等の活用を盛り込むとともに、県庁内
１３部局３７課に対して木材利用ができないか働きかけを行いました。
最大３４万円を交付する住宅補助についても、昨年度は募集開始からわずか３ヶ
月で１９２件の応募があり、予算枠に達しました。このため、今年度は予算額を
５００万円増額し、また子育て支援枠など新たなメニューを追加して取り組んで
おります。
最後になりましたが、皆様方の御健康を心より祈念いたしまして、就任の挨拶
とさせていただきます。

埼玉県農林部森づくり課 佐野課長就任あいさつ

５
月
29
日
（
金
）
、
第
59
回
一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
木
材
協
会
通
常
総
会
を
埼
玉
県
林

材
会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
の
出
席
状
況
は
、
委
任
状
を
含
め
て
１
８
９
名
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
状
況
を
勘
案
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
の

総
会
で
は
、
来
賓
の
ご
招
待
、
知
事
感
謝
状
・
木
材
協
会
会
長
賞
の
贈
呈
式
及
び
懇
親
会
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
全
て
と
り
や
め
ま
し
た
。
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止



今
年
度
は
、
①
「
彩
の
木
補

助
事
業
（
一
般
枠
）
」
（
以
下
、

「
一
般
枠
」
と
表
記
）
、
②
「
彩

の
木
補
助
事
業
（
子
育
て
支
援
枠
）
」

（
以
下
、
「
子
育
て
支
援
枠
」
と

表
記
）
、
③
「
彩
の
木
梁
桁
補
助

事
業
」
（
以
下
、
「
梁
桁
事
業
」

と
表
記
）
の
３
事
業
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
般
枠
は
従
前
か
ら
の
事

業
、
子
育
て
支
援
枠
と
梁
桁
事
業

は
新
規
事
業
で
す
。
よ
り
使
い
や

す
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
多
く
の

方
々
に
ご
活
用
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
す
。

一
般
枠
、
子
育
て
支
援
枠
、
梁

桁
事
業
い
ず
れ
も
利
用
で
き
ま
す
。

補
助
対
象
、
補
助
要
件
は
、
新

築
・
購
入
す
る
住
宅
等
が
埼
玉
県

内
に
所
在
す
る
こ
と
、
県
内
に
事

業
所
又
は
営
業
所
を
有
す
る
建
築

（
施
工
）
事
業
者
が
工
事
す
る
こ

と
、
令
和
元
年
10
月
１
日
以
降
に

工
事
請
負
契
約
（
売
買
契
約
）
を

締
結
し
て
い
る
こ
と
、
令
和
３
年

２
月
28
日
ま
で
に
木
工
事
が
完
了

す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
一
般
枠
、

子
育
て
支
援
枠
は
県
産
木
材
の
使

用
割
合
が
全
体
の
木
材
使
用
量

（
延
床
面
積
か
ら
算
出
す
る
方
法

も
可
）
の
60
％
以
上
で
あ
る
こ
と
、

梁
桁
事
業
は
梁
又
は
桁
に
県
産
木

材
を
３
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
使
用

す
る
こ
と
も
要
件
で
す
。
な
お
、

子
育
て
支
援
枠
は
こ
れ
ら
の
対
象
・

要
件
の
ほ
か
に
、
申
請
日
に
お
い

て
中
学
生
以
下
の
子
を
養
育
し
て

い
る
（
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
妊
婦
が
い
る
）
世
帯

の
者
で
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住

宅
で
あ
る
こ
と
、
令
和
３
年
２
月

28
日
ま
で
に
引
渡
し
が
完
了
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
。

補
助
金
の
額
は
県
産
木
材
１
立

方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
１
万
７
千
円

で
、
子
育
て
支
援
枠
の
み
一
律
５

万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
補
助
金

の
限
度
額
は
34
万
円
（
加
算
さ
れ

る
額
を
含
む
）
で
す
。

一
般
枠
、
子
育
て
支
援
枠
、
梁

桁
事
業
い
ず
れ
も
利
用
で
き
ま
す
。

補
助
対
象
、
補
助
要
件
は
、
増

改
築
す
る
住
宅
等
が
埼
玉
県
内
に

所
在
す
る
こ
と
、
県
内
に
事
業
所

又
は
営
業
所
を
有
す
る
建
築
（
施

工
）
事
業
者
が
工
事
す
る
こ
と
、

令
和
元
年
10
月
１
日
以
降
に
工
事

請
負
契
約
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
、

令
和
３
年
２
月
28
日
ま
で
に
木
工

事
が
完
了
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

一
般
枠
、
子
育
て
支
援
枠
は
県
産

木
材
の
使
用
量
が
３
立
方
メ
ー
ト

ル
以
上
で
あ
る
こ
と
、
梁
桁
事
業

は
梁
又
は
桁
に
県
産
木
材
を
３
立

方
メ
ー
ト
ル
以
上
使
用
す
る
こ
と

も
要
件
で
す
。
な
お
、
子
育
て
支

援
枠
の
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
対
象
・

要
件
の
ほ
か
に
、
申
請
日
に
お
い

て
中
学
生
以
下
の
子
を
養
育
し
て

い
る
（
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
妊
婦
が
い
る
）
世
帯

の
者
で
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住

宅
で
あ
る
こ
と
、
令
和
３
年
２
月

28
日
ま
で
に
引
渡
し
が
完
了
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
。

補
助
金
の
額
は
県
産
木
材
１
立

方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
１
万
７
千
円

で
、
子
育
て
支
援
枠
の
み
一
律
５

万
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
補
助
金

の
限
度
額
は
34
万
円
（
加
算
さ
れ

る
額
を
含
む
）
で
す
。

一
般
枠
が
利
用
で
き
ま
す
。

補
助
対
象
、
補
助
要
件
は
、
内

装
木
質
化
す
る
住
宅
等
が
埼
玉
県

内
に
所
在
す
る
こ
と
、
県
内
に
事

業
所
又
は
営
業
所
を
有
す
る
建
築

（
施
工
）
事
業
者
が
工
事
す
る
こ

と
、
令
和
元
年
10
月
１
日
以
降
に

工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
て
い
る

こ
と
、
令
和
３
年
２
月
28
日
ま
で

に
木
工
事
が
完
了
す
る
こ
と
、
12

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
厚
さ
の
県

産
木
材
に
よ
る
施
工
面
積
が
７
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
で

す
。補

助
金
の
額
は
県
産
木
材
に
よ

る
施
工
面
積
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
３
千
円
で
、
補
助
金
の
限
度

額
は
34
万
円
で
す
。

６
月
15
日
現
在
の
交
付
申
請
状

況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
一
般
枠

申
請
件
数

85
件

（
予
算
額
の
約
50
％
）

②
子
育
て
支
援
枠

※
受
付
終
了

申
請
件
数

52
件

（
予
算
額
の
１
０
０
％
）

③
彩
の
木
梁
桁
補
助
事
業

申
請
件
数

０
件

周
知
用
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、

手
続
き
案
内
書
を
用
意
し
て
お
り

ま
す
。
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
お

送
り
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
が
５

月
25
日
に
解
除
さ
れ
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
が
よ
う
や
く
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
県
内
の
経

済
活
動
が
以
前
の
状
態
に
戻
る
に

は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
埼
玉
県
農
林
部
森
づ

く
り
課
と
木
材
協
会
が
取
り
組
め

る
支
援
策
を
講
じ
る
た
め
、
両
者

合
同
で
会
員
の
皆
様
の
声
を
伺
い

ま
し
た
。
そ
の
回
答
状
況
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま

す
。
皆
様
に
は
お
忙
し
い
中
ご
協

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
送
付
数
は
、
３
４

０
社
。
回
答
数
は
96
社
（
回
答
率

28
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

設
問
１
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受

け
ま
し
た
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、

「
受
注
・
売
上
の
減
少
」
が
最
も

多
く
、
次
い
で
「
見
積
り
依
頼
の

減
少
」
「
来
店
者
の
減
少
」
が
続

き
ま
し
た
。

設
問
２
「
受
注
・
売
上
の
減
少
と

回
答
さ
れ
た
方
に
伺
い
ま
す
。
４

月
～
５
月
の
受
注
・
売
上
は
前
年

度
に
比
べ
て
ど
の
く
ら
い
減
少
し

ま
し
た
か
」
と
の
問
い
に
対
し
て

は
、
左
図
の
と
お
り
で
し
た
。

設
問
３
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
防
止
の
た
め
行
っ
た
対
策

は
な
ん
で
す
か
」
と
の
問
い
に
対

し
、
「
マ
ス
ク
着
用
・
手
洗
い
励

行
」
が
圧
倒
的
に
多
く
、
「
出
張
・

打
合
せ
の
延
期
」
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
電

話
等
に
よ
る
商
談
・
打
合
せ
」

「
風
邪
症
状
職
員
の
出
勤
自
粛
」

が
続
き
、
「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
」

は
少
数
で
し
た
。
業
務
の
性
質
上
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
は
難
し
い
こ

と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

設
問
４
「
コ
ロ
ナ
対
策
で
講
じ
た

措
置
は
な
ん
で
す
か
」
と
の
問
い

に
対
し
、
「
各
種
支
援
金
・
助
成

金
の
活
用
又
は
検
討
中
」
「
営
業

時
間
・
営
業
日
数
の
短
縮
」
「
運

転
資
金
の
借
り
入
れ
又
は
検
討
中
」

が
多
く
、
「
取
引
先
の
変
更
」
と

回
答
し
た
方
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
「
特
に
な
し
」
と
回

答
し
た
方
も
多
く
い
ま
し
た
。

設
問
５
「
運
転
資
金
の
借
り
入
れ

と
回
答
し
た
方
に
伺
い
ま
す
。
活

用
し
た
融
資
は
な
ん
で
す
か
」
と

の
問
い
に
対
し
、
「
金
融
機
関
の

融
資
」
「
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

融
資
」
が
多
く
、
「
農
林
漁
業
信

用
基
金
の
融
資
」
と
回
答
し
た
方

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

設
問
６
「
支
援
金
・
助
成
金
の
活

用
と
回
答
し
た
方
に
伺
い
ま
す
。

活
用
し
た
制
度
は
な
ん
で
す
か
」

と
の
問
い
に
対
し
、
「
経
産
省
：

持
続
化
給
付
金
」
「
埼
玉
県
：
中

小
企
業
・
個
人
事
業
主
支
援
金
」

「
市
町
村
か
ら
」
の
順
で
多
く
、

厚
労
省
の
助
成
金
を
活
用
し
た
方

又
は
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
少
数

で
し
た
。

設
問
７
「
５
月
25
日
に
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

後
、
国
や
県
に
要
望
し
た
い
こ
と

は
な
ん
で
す
か
」
と
の
問
い
に
対

し
、
「
経
済
対
策
」
が
圧
倒
的
に

多
く
、
次
い
で
「
第
二
波
に
備
え

た
感
染
予
防
」
「
融
資
・
助
成
金

の
拡
大
」
と
な
り
ま
し
た
。

設
問
８
「
埼
玉
県
木
材
協
会
に
要

望
し
た
い
こ
と
は
な
ん
で
す
か
」

と
の
問
い
に
対
し
、
「
国
や
県
へ

の
働
き
か
け
」
が
最
も
多
く
、

「
融
資
や
支
援
制
度
等
の
情
報
提

供
」
が
続
き
ま
し
た
。
「
他
の
会

員
の
取
組
状
況
等
の
情
報
提
供
」

も
多
く
、
ま
た
、
「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
時
は
、
半
年
後
ぐ
ら
い
か
ら
経

営
に
影
響
を
受
け
た
。
今
だ
け
で

な
く
こ
れ
か
ら
影
響
を
受
け
る
会

社
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
う
い
っ

た
会
社
が
置
き
去
り
に
な
ら
な
い

よ
う
な
取
り
組
み
を
要
望
し
た
い
」

等
の
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

木
協
だ
よ
り
等
を
通
じ
て
必
要
な

情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
す
る

こ
と
や
埼
玉
県
・
会
員
の
皆
様
と

の
連
携
を
密
に
し
、
こ
の
難
局
を

を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
埼

玉
県
と
木
材
協
会
で
取
り
組
め
る

支
援
策
を
検
討
し
、
皆
様
の
お
役

に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

第62号 木 協 だ よ り 令和2年6月15日

埼
玉
の
木
み
ん
な
で
使
っ
て

豊
か
な
暮
ら
し
応
援
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
は

木
材
業
界
で
も

深
刻

新
築
・
購
入

増

改

築

内
装
木
質
化

申
請
状
況

平
成
26
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
事
業
も
、
今
年
度
７
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。
佐
野
森
づ
く
り
課
長
の
あ
い
さ
つ
に
も
あ
る
と
お
り
、
今
年

度
の
予
算
額
は
昨
年
度
よ
り
５
０
０
万
円
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
既
に
６
月

１
日
か
ら
交
付
申
請
の
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

新型コロナウイル感染症の拡大を受けた輸出の停滞等により、丸太・木
材製品の在庫量増加等の影響の生じていることを受け、公共施設（構造材、
内装材）や公共の場に設置される外構部等における木材の活用を支援しま
す。
（対象となる施設）
・公共建築物等木材利用促進法に基づく公共施設（学校、保育園、病院、
老人ホーム、駅、庁舎等）
・災害対策基本法に基づく指定公共機関の施設
・公共の用に供する場に設置される外構（公園等の塀や柵、デッキ、遊具
等）
（支援水準）
工務店等の施工者が木材を活用する際の経費について支援
（助成事業申請書の提出期限）

令和２年６月１日（月）から令和２年10月30日（金）17時まで
（申請書の提出先）
申請する物件の所在する都道府県にある地域木材団体
物件の所在地が埼玉県内の場合は、埼玉県木材協会です
（問合せ先）

埼玉県木材協会又は全国木材組合連合会（TEL03-6550-8540）

今後、人口減に伴う住宅着工戸数の減少が見込まれる中で、木材需要の拡大を図る
には、現在木造率が低位な非住宅分野を中心に開拓することが必要です。このため、
構造計算に対応が出来る木材の需要及び供給を拡大することが急務であり、特に格付

実績の低位な無垢材等のJAS製品の活用に向けた取組が重要です。
令和２年度から対象物件が拡大され、JAS構造材の対象木材が追加となりました。
この事業は、建築業者がJAS構造材活用宣言事業者として登録する必要があり、登

録後、個別実証事業の申請に進みます。
（個別実証事業申請書の提出期限）

令和２年６月30日（火）17時まで 申請書の提出先・問合せ先は、同左

JAS構造材利用拡大事業

過剰木材在庫利用緊急対策事業

過剰木材在庫利用緊急対策事業・ＪＡＳ構造材利用拡大事業の説明会が開催される（同時開催）予定です。
関東地区での開催日時は６月１５日現在未定で、決定次第、（一社）全国木材組合連合会のホームページに掲載されます。

https://mokuzai-zaiko.jp/meeting/index.php 事業説明会に参加するには、事前に申し込みが必要ですのでご注意ください。


